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第
九
回
総
会
開
か
れ
る 

 

令
和
五
年
六
月
四
日(

日)

午
後
一
時 

 

第
九
回
千
葉
氏
を
語
る
会
の
総
会
は
、

蘇
我
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
四
階
多
目

的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

定
刻
の
午
後
一
時
、
司
会
者
よ
り
、
本

日
現
在
の
会
員
数
は
六
九
名
、
出
席
者

数
二
五
名
・
委
任
状
数
二
二
名
、
併
せ

て
四
七
名
で
全
会
員
数
の
過
半
数
に
達

し
て
お
り
、
本
会
規
約
第
八
条
の
規
定

に
よ
り
本
総
会
は
成
立
い
た
し
ま
す
と

報
告
が
あ
っ
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
丸
井
敬
司
副
会
長
よ

り
開
会
の
宣
言
が
な
さ
れ
た
。 

  
 

向
後 

保
雄
会
長
の
挨
拶 (

要
旨) 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、 

五
月
八
日
か
ら
感
染
法
上
の
位
置
づ
け

が
第
２
類
か
ら
第
５
類
に
変
更
さ
れ
た
。 

 

本
総
会
も
い
よ
い
よ
対
面
で
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
社
会
経
済
面
で
は
ま
だ

ま
だ
元
へ
戻
る
様
な
こ
と
は
な
く
、
今
少

し
時
間
が
か
か
る
と
思
う
。
し
か
し
乍

ら
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
今
、
千
葉
氏
を
語

る
会
と
し
て
は
、
三
年
後
の
二
〇
二
六

年
に
は
千
葉
開
府
九
〇
〇
年
の
諸
行
事

が
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

そ
れ
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
、
今
年
の

成
田
山
の
祇
園
祭
、
ま
た
、
多
古
町
の

あ
じ
さ
い
祭
り
な
ど
で
は
、
甲
冑
を
着
て

行
進
を
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。 

そ
こ
に
向
け
て
の
行
事
へ
の
参
加
等
、
会

と
し
て
の
諸
活
動
へ
の
思
い
、
察
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

 

今
年
も
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
本
会

が
千
葉
開
府
九
〇
〇
年
に
向
け
て
活
動

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
す
る
。 

  
 

議
長
の
選
任 

 

議
長
に
は
当
会
副
会
長
の
鷲
見
隆
仁

氏
を
選
任
す
る
。 

 

鷲
見
議
長
は
、
各
議
案
担
当
の
役
員

を
指
名
し
そ
れ
ぞ
れ
に
報
告
を
求
め
た
。 

 
 

議
事 

〇
報
告
議
案 

第
一
号
議
案 

令
和
四
年
度 

事
業
報
告 

第
二
号
議
案 

令
和
四
年
度 

決
算
報
告 

第
三
号
議
案 

令
和
四
年
度 

監
査
報
告 

 

第
一
号
～
第
三
号
議
案
の
報
告
・説

明
の
後
、
一
括
」し
て
質
疑
を
も
と
め
た

が
、
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
た
。 

〇
協
議
議
案 

第
一
号
議
案 

令
和
五
年
度 

事
業
計
画
案 

第
二
号
議
案 

令
和
五
年
度 

収
支
予
算
案 

第
三
号
議
案 

令
和
五
年
度 

役
員
改
選
案 

 

第
一
号
～
第
三
号
協
議
議
案
の
説
明

の
後
、
一
括
し
て
質
疑
を
求
め
た
が
、
異

議
な
く
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

〇
規
約
改
定
案 

 

引
き
続
き
発
足
時
以
来
の
規
約
の
改

定
案
に
つ
い
て
、
日
向
事
務
局
長
よ
り

説
明
が
あ
り
、
全
文
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。 

 

以
上
で
議
案
審
議
の
全
て
が
終
了
し
、

議
長
は
総
会
の
終
了
を
宣
言
し
た
。 

  

続
い
て
、
当
会 

丸
井
敬
司
副
会
長
に

よ
る
演
題「
東
北
千
葉
氏
の
ル
ー
ツ
を
探

る
（
一
関
千
葉
氏
と
気
仙
千
葉
氏
）
」
の

記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。 

 

講
演
に
入
る
前
に
千
葉
市
長 

神
谷

俊
一
様
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
推
進
課
長  

上
坊
寺 

貴
明
様
か
ら
披
露
さ
れ
た
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

本
日
は
、
本
市
の
ま
ち
の
礎
を
築
い
た

「
千
葉
一
族
」
を
祖
と
す
る
東
北
千
葉

氏
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ

げ
ま
す
。 

 

本
日
お
話
の
あ
る
気
仙
千
葉
氏
の
拠

点
で
あ
っ
た
陸
前
高
田
市
は
、
現
在
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
で
活
躍
す
る
佐
々

木
朗
希
選
手
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
市
と
ゆ
か
り
の
深
い
地
で

活
躍
し
た
東
北
千
葉
氏
の
ル
ー
ツ
や
、

本
市
の
歴
史
に
親
し
む
機
会
を
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
３
年
後
の
千
葉

開
府
９
０
０
年
を
控
え
る
中
で
誠
に
喜

ば
し
く
、
意
義
深
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。 

 

開
催
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
ご
参
集
の
皆
様

の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。 

 
 

令
和
５
年
６
月
４
日 

 
 

 
 

 

千
葉
市
長 

 

神
谷 

俊
一 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

会報誌第 1６号 

千葉氏を語る会

事務局 

発行日 

令和５年   

９月１９日 

 

「
千
葉
氏
を 

 
 

語
る
」
だ
よ
り 
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東
北
千
葉
氏
の
ル
ー
ツ
を
探
る 

 
(

奥
州
合
戦
と
気
仙
千
葉
氏
・ 

一
関
千
葉
氏
の
成
立
に
つ
い
て) 

千
葉
氏
を
語
る
会
副
会
長
・
文
学
博
士 

丸
井
敬
司 

 

令
和
五
年
六
月
四
日
、
千
葉
市
蘇
我

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
４
階
の
講
堂

に
お
い
て「
千
葉
氏
を
語
る
会
」の
総
会

に
伴
う
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
筆

者
は
、
こ
の
講
演
の
講
師
と
し
て
招
か
れ

ま
し
た
が
、
本
稿
は
、
こ
の
時
の
話
の
内

容
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

本
日
の
話
は
、
陸
前
地
方
の
千
葉
氏

の
伝
承
の
中
で
も
私
と
縁
の
深
い
陸
前

高
田
市
の「
気
仙
千
葉
氏
」
と「
一
関
千

葉
氏
」
の
二
つ
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
一
定
の

研
究
成
果
が
得
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
二
氏

に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
ず
、
最
初
は
一
関
千
葉
氏
に
つ

い
て
お
話
を
致
し
ま
す
、 

東
北
地
方
、
特
に
宮
城
県
の
千
葉
氏

の
系
図
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
一
族

の
祖
と
さ
れ
て
い
る
の
は
常
胤
の

孫
、
胤
正
の
六
男
で
、
胤
親
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
胤
親
つ
い
て
は
、

比
較
的
信
頼
性
の
高
い
と
さ
れ
る

「
矢
作
千
葉
氏
１

」
の
系
図
（
以
下

『
矢
作
系
図
２
』と
い
う)

と
千
葉
氏
の
系

図
の
中
で
は
成
立
が
鎌
倉
時
代
中
期
に

遡
る『
徳
島
本
千
葉
系
図
３
』を
比
較
・

検
討
し
ま
し
た
。 

 

『
矢
作
系
図
』
で
は
、
そ
の
祖
と
な
る
人

物
は
千
葉
胤
正
の
子
で
、
千
葉
六
郎
胤

親
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
胤
正
の
子
と

さ
れ
た
胤
親
の
名
は『
千
葉
大
系
図
』、

『
徳
島
本
千
葉
系
図
』
な
ど
千
葉
氏
の
諸

系
図
で
は
、
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
名
前

が
、
変
わ
る
こ
と
は
中
世
に
は
、
珍
し
い

こ
と
で
は
な
い
の
で
、
今
回
は「
名
前
」以

外
の
共
通
点
の
有
る
人
物
を『
徳
島
本

千
葉
系
図
』の
中
で
探
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
胤
正
の
六
男
で
、
六
郎

と
称
し
て
い
た
胤
朝
が
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
胤
朝
に
は「
六
浦
４
六

郎
」以
外
の
添
書
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
子
の
名
前
は
不
明
と
さ
れ
、
添
書
き

に
は「
兵
衛
尉
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
孫
の
名
前
も
不
明
と
さ
れ
、「
兵

衛
太
郎
」と
添
書
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
千
葉
家
の
本
家
で
名
前
が
不
明

と
な
っ
て
い
る
一
族
に「
兵
衛
尉
」と
い
う

職
が
朝
廷
か
ら
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
不

自
然
で
、
こ
れ
は
、
父
親
の
称
号
を
継
承

し
た
も
の
と
し
て
同
系
図
に
書
入
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
胤
朝
が
兵
衛
尉
に
任
官
し
て

い
た
と
さ
れ
る
と
両
者
は
①
常
胤
の

孫
、
②
六
郎
、
③
兵
衛
尉
と
い
う
三
点

の
条
件
で
符
合
す
る
こ
と
に
な
り
、
気

仙
千
葉
氏
の
ル
ー
ツ
は
千
葉
胤
朝
と
し

て
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

一
関
千
葉
氏
は
一
関
市
東
山
町
を

拠
点
と
し
て
発
展
し
た
東
北
千
葉
氏
で

す
。
そ
の
祖
と
さ
れ
る
千
葉
頼
胤
が
建

立
し
た
寺
院
の
後
身
と
さ
れ
る
東
山
町

の
城
高
山
安
養
寺
５
に
は
頼
胤
が
祀
ら

れ
て
お
り
、
現
在
も
そ
の
供
養
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

頼
胤
は
一
関
千
葉
氏
の
系
図
で
あ
る

『
長
坂
千
葉
氏
系
図
６
』に
よ
る
と
常
胤

の「
七
男
」と
さ
れ
、
官
位
は「
左
衛
門

尉
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
戒

名
は「
蓮
清
院
前
羽
林
字
正
山
大
居

士
」で
、
建
長
２
年(

１
２
５
０)

１
０
月
１

１
日
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

            

  

こ
の
頼
胤
が
常
胤
の
子
で
あ
り
、

建
長
２
年
に
亡
く
な
っ
た
と
す
る

と
、
亡
く
な
っ
た
時
の
年
齢
は
百
歳

以
上
と
な
り
ま
す
７

。
こ
れ
か
ら
考
え

る
と
頼
胤
は
子
の
世
代
で
は
な
く
、

『徳島本千葉系図』 

『徳島本千葉系図』（丸井制作） 

『矢作系図』） 
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常
胤
の
孫
の
世
代
の
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
結
果
こ
の
結
果
か
ら
考
え
る
と
同

系
図
は
、
近
世
の
初
頭
、
長
坂
家
に
伝

わ
っ
た
頼
胤
を
初
代
と
す
る『
旧
長
坂

千
葉
氏
系
図
』
と
下
総
の『
千
葉
氏
系

図
』を
合
成
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ

の
際
、
頼
胤
を
常
胤
の
子
と
し
錯
誤
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

さ
て
、
頼
胤
を
一
関
千
葉
氏
の
初

代
と
す
る
８
と
、
そ
の
特
徴
は
①
常

胤
の
孫
、
②
七
郎
、
③
左
衛
門
尉
、

④
頼
胤
の
代
に
東
北
地
方
に
移
住
。

の
四
点
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
条
件

に
合
う
人
物
を『
徳
島
本
千
葉
系
図
』

の
常
胤
の
孫
の
中
か
ら
探
す
と
大
須
賀

胤
信
の
子
重
信
が
浮
か
び
上
が
り
ま

す
。
重
信
は
、『
長
坂
千
葉
氏
系
図
』の

頼
胤
の
①
②
③
の
３
つ
の
条
件
に
一
致

す
る
だ
け
で
は
な
く
、『
吾
妻
鏡
』宝
治

(

１
２
４
７)

６
月
２
２
日
の
条
に
よ
れ
ば
、

宝
治
合
戦
で
三
浦
義
村
に
味
方
し
た
た

め
北
条
氏
よ
り
追
討
を
受
け
た
後
、
行

方
不
明
と
な
り
ま
し
た (

『
吾
妻
鏡
』宝

治
元
年(

１
２
４
７)

６
月
２
２
日
の
条)

。 
こ
れ
が
、
重
信
の
東
北
移
住
を
意
味
す

る
と
考
え
る
と『
長
坂
千
葉
氏
系
図
』の

頼
胤
は『
徳
島
本
千
葉
系
図
』の
重
信
と

四
つ
の
特
徴
で
一
致
し
ま
す
９
。 

こ
う
し
た
検
討
結
果
か
ら『
長
坂
千

葉
氏
系
図
』
の
頼
胤
は『
徳
島
本
千
葉
系

図
』
の
重
信
の
名
前
が
変
っ
た
も
の
で
、
こ

の
一
族
の
ル
ー
ツ
は
大
須
賀
重
信
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

な
お
、
今
回
、
使
っ
た『
矢
作
系
図
』

や『
長
坂
千
葉
系
図
』は
近
世
の
初
頭
に

作
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
前
身
と
な

っ
た
系
図
類
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、

そ
れ
ら
の
中
に
胤
親
や
頼
胤
の
幼
名
や

官
位
な
ど
東
北
移
住
時
に
遡
る
デ
ー
タ

ー
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を

『
徳
島
本
千
葉
系
図
』
と
照
合
し
た
結

果
、
東
北
千
葉
氏
の
ル
ー
ツ
を
特
定
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。 

本
日
の
お
話
は
、
こ
れ
で
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 

文
中
の
小
文
字
数
字
の
項
解
説 

１「
矢
作
千
葉
氏
は
」気
仙
千
葉
氏
の 

氏
族
。
こ
の
一
族
に
は
家
紋
を「
八
曜

紋
」と
す
る
な
ど
鎌
倉
時
代
に
遡
る

古
い
紋
を
現
在
で
も
使
用
す
る
な
ど

気
仙
千
葉
氏
の
成
立
期
の
資
料
を
継

承
し
て
い
る
。 

２『
宮
城
県
史
』に
収
録
。 

３『
徳
島
本
千
葉
系
図
』は
蒙
古
襲
来
の 

時
、
千
葉
介
頼
胤
が
千
葉
で 

作
成
し
、
九
州
に
運
ん
だ
も
の
。 

原
本
は
遺
失
し
た
が
、
そ
の
写
し
が 

現
存
す
る
。 

４
佐
倉
市
六
浦
。
当
初
、
胤
朝
は
下
総

の
六
浦
を
所
領
と
し
て 

与
え
ら
れ
た
。 

５
安
養
寺
に
残
っ
て
い
る
記
録
の
中
で 

「
大
居
士
」と
さ
れ
て
い
る
の
が 

頼
胤
と
広
朝
し
い
か
な
い(

『
安
養
寺 

史
考
』)

こ
と
か
ら
、
こ
の
二
人
は 

安
養
寺
や
そ
の
前
身
の
寺
院
で
は 

開
山
と
同
様
に
考
え
ら
れ
て
い
た 

と
思
わ
れ
る
。 

６『
長
坂
千
葉
氏
系
図
』は
一
関
千
葉

氏
の
惣
領
家
の
子
孫
と
さ
れ
る 

千
葉
揆
一
氏
所
蔵
の
系
図
。 

７
常
胤
の
子
胤
正
が
亡
く
な
っ
た
年
は 

建
仁
３
年(

１
２
０
３
・６
３
歳)

で
、 

こ
れ
か
ら
逆
算
す
る
と
生
ま
れ
た
の

は
１
１
４
０
年
と
な
り
、
そ
の
弟
た
ち

も
１
１
４
０
～
５
０
年
こ
ろ
と
な
る
。 

こ
の
計
算
に
よ
れ
ば
頼
胤
が
常
胤
の

子
と
す
る
と
亡
く
な
っ
た
時
に
は
百

歳
以
上
と
な
る(

『
本
土
寺
過
去
』・

『
徳
島
系
図
』な
ど
に
よ
る)

。  

８
長
坂
家
に
は
、『
矢
作
系
図
』の
よ
う

な
頼
胤
を
初
代
と
す
る
系
図
が
あ

り
、
こ
れ
が
近
世
に
な
っ
て
千
葉
氏
の

系
図
の
常
胤
の
子
の
胤
頼
と
混
同
し

て『
長
坂
千
葉
氏
系
図
』が
作
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

９
重
信
は
、
北
条
氏
に
よ
る
探
索
の
前

に
東
北
地
方
の
東
山
町
に
逃
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
名
を
変
え
た
の
は
こ

の
時
で
あ
ろ
う
。 

  
 

 
 

    『城高山史』の『長坂千葉系

図』 
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相
馬
師
常 

 
 
(

会
員)

山
内 

博 

 
相
馬
師
常
は
千
葉
常
胤
の
次
男
と
し

て
保
延
四
年
（
一
一
三
三
）
に
生
ま
れ
た
。

母
は
秩
父
重
弘
の
息
女
で
あ
っ
た
。
重
弘

は
良
文
流
平
氏
の
一
族
で
、
畠
山
重
能

（
重
忠
の
父
）
や
小
山
田
有
重
の
父
で
あ

り
、
武
蔵
の
各
地
に
所
領
を
持
つ
大
領

主
で
あ
る
。 

師
常
が
誕
生
し
た
こ
ろ
の
常
胤
は
、

後
に
師
常
の
苗
字
の
地
と
も
な
る
相
馬

御
厨
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
、
下
総
守
藤

原
氏
と
の
争
い
の
最
中
で
あ
っ
て
極
め
て

厳
し
い
状
態
に
あ
っ
た
。 

 一
．
常
胤
と
相
馬
御
厨 

千
葉
常
胤
の
父
常
重
は
大
治
元
年

（
一
一
二
六
）
、
千
葉
に
移
住
し
、
相
伝

の
私
有
地
で
あ
る
千
葉
郷
や
相
馬
郷
を

八
条
院
や
伊
勢
神
宮
に
寄
進
し
て
、
新

た
な
武
士
団
形
成
と
所
領
の
経
営
を
進

め
た
。 

し
か
し
常
重
の
獲
得
し
た
所
領
の
内
、

相
馬
・
橘
（
の
ち
の
東
庄
）
の
両
郷
は
本

拠
地
で
あ
っ
た
千
葉
よ
り
遠
く
離
れ
て
い

て
、
軍
事
的
、
経
済
的
基
盤
の
弱
い
成

立
時
の
千
葉
氏
に
と
っ
て
、
そ
の
経
営
を

円
滑
に
進
め
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で

あ
っ
た
。 

長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
、
常
重
は
家

督
を
嫡
子
の
常
胤
に
譲
っ
た
が
、
同
年

七
月
、
下
総
国
司
藤
原
親
通
は
常
重
を

公
田
官
物
の
未
納
を
理
由
に
召
し
捕
ら

え
、
こ
れ
を
理
由
に
相
馬
郷
と
橘
郷
を

親
通
に
譲
る
と
い
う
証
文
を
作
ら
せ
た
。 

さ
ら
に
、
康
治
二
年
（
一
一
四
二
）
に

な
る
と
東
関
東
で
武
士
団
の
再
編
・
強

化
を
図
っ
て
い
た
源
義
朝
は
、
常
重
の
従

弟
常
澄
の
要
請
に
よ
り
常
重
に
相
馬
郷

の
譲
状
を
書
か
せ
、
そ
れ
を
も
っ
て
こ
の

土
地
を
改
め
て
伊
勢
神
宮
に
寄
進
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
常
胤
は
久
安
二
年

（
一
一
四
六
）
、
公
田
官
物
の
未
済
分
を

納
入
し
て
相
馬
郡
司
に
任
じ
ら
れ
た
後
、

再
度
、
相
馬
郷
を
伊
勢
神
宮
に
寄
進
し

た
。
こ
の
た
め
相
馬
御
厨
の
下
司
職
は
義

朝
と
常
胤
が
競
合
し
、
争
う
こ
と
と
な
っ

た
。 し

か
し
、
常
胤
は
保
元
の
乱
（
一
一
五

六
）
に
は
義
朝
軍
に
参
陣
し
て
い
る
こ
と

か
ら
両
者
の
間
に
は
何
ら
か
の
主
従
関

係
が
成
立
し
、
義
朝
を
領
家
と
し
た
相

馬
御
厨
の
下
司
権
は
常
胤
が
確
保
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
義
朝
が
平
治
の
乱
（
一
一
五

九
）
に
お
い
て
平
清
盛
に
敗
れ
る
と
、
佐

竹
昌
義
の
子
源
義
宗
（
注
）
が
、
常
重
の

譲
状
も
と
に
相
馬
御
厨
の
支
配
を
主
張

し
、
永
暦
二
年
（
一
一
六
一
）
正
月
、
伊

勢
神
宮
に
寄
進
し
た
。
翌
月
、
常
胤
も

伊
勢
神
宮
に
ふ
た
た
び
寄
進
し
な
お
し

た
が
、
神
宮
は
義
宗
の
主
張
を
認
め
た

た
め
常
胤
は
相
馬
御
厨
の
領
有
権
を
す

べ
て
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。  

相
馬
御
厨
を
め
ぐ
る
複
雑
な
紛
争
か

ら
、
そ
の
頃
千
葉
氏
の
支
配
が
極
め
て

不
安
定
な
状
況
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
頼
朝
の
挙

兵
を
、
深
刻
な
在
地
状
況
を
打
破
す
る

た
め
の
千
載
一
遇
の
機
会
と
み
た
常
胤

は
、
頼
朝
方
と
し
て
立
つ
こ
と
を
決
意
し
、

平
家
側
の
有
力
者
で
あ
っ
た
下
総
国
目

代
の
館
（
市
川
市
）
を
急
襲
し
、
公
然
と

国
家
に
対
す
る
謀
叛
に
起
ち
上
が
っ
た
。 

千
葉
氏
の
謀
反
を
知
っ
た
藤
原
親
政

は
、
常
胤
を
攻
め
る
た
め
匝
瑳
北
条
の

内
山
の
館
を
出
て
千
葉
に
向
か
っ
た
。 

こ
の
藤
原
勢
を
迎
え
撃
っ
た
の
は
常

胤
の
嫡
孫
成
胤
で
、『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る

と
結
城
浜
で
激
戦
と
な
り
、
親
政
は
敗

れ
て
次
浦
の
館
に
敗
走
し
た
が
、
後
に

捕
え
ら
れ
、
頼
朝
の
面
前
に
引
き
出
さ

れ
て
い
る
。 

そ
の
後
鎌
倉
に
結
集
し
た
頼
朝
の
軍

勢
は
、
富
士
川
の
合
戦
に
て
平
家
方
を

敗
走
さ
せ
た
。
そ
の
時
深
追
い
を
頼
朝

に
止
め
た
常
胤
は
、
佐
竹
氏
へ
の
討
伐
を

進
言
し
て
そ
れ
を
滅
ぼ
し
た
。 

そ
の
時
頼
朝
は
父
義
朝
の
先
例
に
倣

っ
て
常
胤
に
相
馬
御
厨
の
所
領
を
与
え

て
い
る
。 

 二
．
師
常
の
活
躍 

師
常
は
こ
の
頃
千
葉
氏
の
一
員
と
し

て
平
家
と
の
合
戦
に
従
軍
し
た
。
元
暦

元
年
（
一
一
八
四
）
二
月
に
は
、
源
範
頼

に
従
っ
て
一
ノ
谷
の
平
家
を
攻
撃
し
、
さ

ら
に
屋
島
の
戦
い
に
敗
れ
て
本
拠
を
長

門
国
に
移
し
た
平
家
の
背
後
を
断
つ
た

め
九
州
に
上
陸
し
て
い
る
。 

ち
な
み
に
師
常
が
相
馬
御
厨
を
支
配

す
る
の
は
、
文
治
三
年
（
一
一
八
六
）
の

頃
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
七
月
、
頼
朝

が
平
泉
の
藤
原
氏
を
攻
撃
す
る
た
め
鎌

倉
を
出
陣
す
る
と
、
師
常
は
常
胤
お
よ

び
八
田
知
家
が
率
い
る
東
海
道
草
に
属

し
て
太
平
洋
岸
を
北
上
、
八
月
二
十
二

日
平
泉
を
陥
落
さ
せ
た
。
さ
ら
に
厨
川

（
盛
岡
市
）
ま
で
進
軍
し
、
九
月
二
十
日

に
は
平
泉
に
戻
っ
た 

そ
こ
で
頼
朝
は
、
軍
功
を
挙
げ
た
御

家
人
た
ち
に
恩
賞
を
与
え
、
常
胤
の
二

男
師
常
が
行
方
郡
、
三
男
胤
盛
が
亘
理

郡
（
宮
城
県
）
の
地
頭
職
を
、
さ
ら
に
四

男
胤
信
が
好
間
庄 

（
い
わ
き
市
）
の
預

所
職
を
得
て
い
る
。 
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こ
の
間
、
師
常
は
鶴
岡
ハ
幡
宮
や
永
福

寺
、
相
模
日
向
山
、
さ
ら
に
は
信
濃
善

光
寺
に
参
詣
す
る
頼
朝
に
供
奉
す
る
と

と
も
に
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
十
一

月
お
よ
び
同
六
年
三
月
に
は
、
頼
朝
に

従
っ
て
上
洛
し
て
い
る
。 

ま
た
、
父
常
胤
と
と
も
に
、
頼
朝
の

子
頼
家
の
御
七
夜
や
着
甲
始
め
の
儀
に

参
列
す
る
だ
け
で
な
く
、「
坑
飯
」
役
や

馬
引
き
な
ど
、
後
の
御
家
人
役
と
も
い

う
べ
き
役
目
を
負
っ
て
い
る
。 

な
お
、
頼
朝
と
師
常
の
間
に
は
、
次
の

よ
う
な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

流
人
時
代
の
頼
朝
は
、
伊
豆
の
伊
東

祐
親
の
三
女
と
通
じ
て
い
た
が
、
後
に
彼

女
を
呼
び
出
し
面
会
し
た
折
、「
列
座
し

た
る
大
名
の
中
に
、
誰
を
夫
と
な
さ
ん

と
思
う
か
、
指
し
て
仰
せ
出
さ
れ
よ
」
と

問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、
三
女
は
一
人
の
侍

を
指
し
た
。 

頼
朝
は
、
三
女
に「
侍
、
そ
の
数
多
し

と
い
へ
ど
も
、
日
の
本
の
将
軍
と
号
す
る

千
葉
介
常
胤
の
次
男
、
相
馬
の
次
郎
師

常
と
は
是
れ
な
り
」
と
言
い
、
師
常
に
対

し
て
は「
頼
朝
を
ば
舅
と
思
は
る
べ
し
、

頼
朝
は
婿
と
思
ふ
べ
し
」
と
納
得
さ
せ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。 

「
吾
妻
鏡
」
に
は
相
馬
師
常
は 

元
久

二
年
（
一
二
〇
五
）
十
一
月
、
幕
府
の
重

鎮
畠
山
重
患
が
北
条
時
政
に
よ
っ
て
忙

殺
さ
れ
る
な
か
、
念
仏
の
行
者
と
し
て

端
座
、
合
掌
し
て
没
し
た
（
六
十
七
歳
）

と
あ
る
。
そ
れ
は
、
北
条
氏
の
中
心
が
時

政
か
ら
義
時
主
導
の
幕
政
が
展
開
し
よ

う
と
す
る
時
で
も
あ
っ
た
。 

 三
． 

鎌
倉
の
屋
敷 

師
常
の
鎌
倉
の
屋
敷
は
、
鎌
倉
市
今

小
路
に
あ
っ
た
千
葉
常
胤
の
屋
敷
の
北

側
に
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に
師
常

が
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
る「
相
馬
天

王
社
」
が
鎮
座
し
て
い
る
が
、
こ
の
常
胤

邸
と
相
馬
天
王
社
と
の
あ
い
だ
、
巽
神

社
の
向
か
い
側
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。  

ま
た
そ
の
近
く
に
は
、
師
常
の
墓
所

と
伝
え
ら
れ
る「
や
ぐ
ら
」
内
に
五
輪
塔

が
現
存
す
る
。 

 四
．
そ
の
後
の
相
馬
氏 

師
常
の
子
に
は
義
胤
、
常
家
、
行
常

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
所
領
の
大
部
分
は
義

胤
が
継
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

義
胤
の
子
の
胤
綱
や
孫
の
胤
村
の
代

で
多
く
の
庶
子
家
に
分
か
れ
た
。 

胤
村
の
所
領
は
九
人
の
子
に
分
与
さ

れ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
長
子
の
胤
氏
が
下

総
国
相
馬
郡
内
の
所
領
を
継
承
し
、
次

男
の
胤
顕
が
行
方
郡
岡
田
を
分
与
さ
れ

た
。
し
か
し
、
最
多
の
所
領
を
与
え
ら
れ

た
の
は
五
男
の
師
胤
で
、
行
方
郡
の
大
部

分
と
下
総
の
相
馬
郡
内
の
所
領
を
継
承

し
た
。
師
胤
の
所
領
は
子
の
重
胤
に
継

承
さ
れ
る
が
、
重
胤
は
元
亨
二
年
（
一

三
二
二
）奥
州
行
方
郡
に
移
住
し
、
こ
れ

以
降
こ
の
一
族
は
、
奥
州
相
馬
氏
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

下
総
に
残
っ
た
相
馬
氏
は
、
後
に
鎌

倉
（
古
河
）
公
方
家
の
被
官
と
な
り
、
さ

ら
に
小
田
原
北
条
氏
の
支
配
に
組
み
込

ま
れ
た
。
北
条
氏
の
滅
亡
後
、
小
田
原

藩
大
久
保
家
や
彦
根
藩
井
伊
家
の
家

臣
と
し
て
存
続
し
た
。 

一
方
奥
州
相
馬
氏
は
中
世
の
争
乱
を

生
き
抜
き
奥
州
の
雄
藩
に
成
長
し
て
い

っ
た
。 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
、
一
六
代

相
馬
義
胤
は
小
田
原
合
戦
に
参
陣
し
、

豊
臣
秀
吉
か
ら
宇
多
、
行
方
、
標
葉
三

郡
四
万
八
〇
〇
石
が
安
堵
さ
れ
近
世

を
迎
え
た
。 

奥
州
相
馬
氏
は
鎌
倉
時
代
か
ら
江

戸
時
代
末
期
に
い
た
る
六
世
紀
に
わ
た

り
、
継
続
し
て
お
な
じ
領
地
を
保
持
し

た
稀
有
の
一
族
で
あ
る
。 

他
に
こ
の
よ
う
な
例
は
、
九
州
薩
摩
の

島
津
氏
と
人
吉
の
相
良
氏
、
奥
州
の
南

部
氏
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。 

 

（
注
）
こ
の
源
義
宗
は
別
に
も
う
一
人

い
て
、
八
条
院
に
仕
え
て
い
た
兵
衛
尉
の

官
歴
を
も
つ「
京
武
者
」
で
、
前
九
年
合

戦
で
活
躍
し
た
頼
義
の
弟
頼
清
の
子
孫

で
あ
る
と
の
説
で
あ
る
。 

   

相
馬
師
常 

 

「
相
馬
家
歴
代
藩
主
像
」
よ
り 
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編
集
後
記 

 

編
集
子 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
会
報
誌
十
六
号
を 

お
届
け
し
ま
す
。 

今
回
号
で
は
、
令
和
五
年
六
月
四
日
第
九
回
総

会
開
催
実
施
と
同
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
丸
井
副
会

長
の
記
念
講
演
「
東
北
千
葉
氏
ル
ー
ツ
」
の
概
説

を
掲
載
し
ま
し
た
。 

ま
た
会
員
山
内
博
さ
ん
の
投
稿
で
千
葉
常
胤
次

男
相
馬
師
常
の
相
馬
氏
の
盛
衰
に
つ
い
て
の
記
事

を
掲
載
し
ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


